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大問題点

春日井市が2023年8月に行った、有機フッ素化合物PFAS
（ルフルオロオクタンスルホン酸(PFOS)及びペルフルオロオ
クタン酸(PFOA)）の水質検査において、

水源となる地下水から、国が定めた暫定目標値を
超えた数値が出ていたにも関わらず、これを市
民に公表しなかったこと。

2023年8月に春日井市が、水道水に対して行ったPFASの検査のうち、町屋第3
水源と町屋第6水源にて、国の暫定目標値を上回った値が出たにも関わらず、
それを市民に公表しなかった。

具体的には・・・・



社会問題化しつつある、有機フッ素化合物
PFASとは・・・基礎知識

➢世界中で約4700種類あるとされる有機フッ素化合物の総称。ペ
ルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS〈ピーフォス〉）とペル
フルオロオクタン酸（PFOA〈ピーフォア〉）が代表例。水や油
をはじき、熱に強い性質がある。
1950年代ごろからフライパンなどの表面加工から、大きな火事
に使う泡消火剤まで広く使われてきた。

➢PFASは自然界でほぼ分解されず、人体や環境中に長く残るため
「フォーエバー・ケミカル（永遠の化学物質）」と呼ばれてい
る。国連のストックホルム条約会議では製造や使用が原則禁止
されている。世界保健機関（WHO）の専門組織である国際がん
研究機関（IARC）は昨年、PFOAを4段階中最も高い「発がん
性がある」に評価を引き上げた。同じ分類にはたばこが含まれ
る。PFOSは上から3番目の「発がん性がある可能性がある」と
した。

永遠の化学物質と呼ばれるほどの安定的物質であり、発がん性もあるため、土壌に蓄積されたもの
が、水に溶け込み、水道水などを通して、人体に危険性を及ぼす可能性も指摘されている。
実際に、日本各地で、国の暫定目標値＝50ナノグラム/ℓ を超えた水が検出されており、社会問
題化しつつある。

https://www.asahi.com/topics/word/%E6%B0%B8%E9%81%A0%E3%81%AE%E5%8C%96%E5%AD%A6%E7%89%A9%E8%B3%AA.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E6%B0%B8%E9%81%A0%E3%81%AE%E5%8C%96%E5%AD%A6%E7%89%A9%E8%B3%AA.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E6%B0%B8%E9%81%A0%E3%81%AE%E5%8C%96%E5%AD%A6%E7%89%A9%E8%B3%AA.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E4%B8%96%E7%95%8C%E4%BF%9D%E5%81%A5%E6%A9%9F%E9%96%A2.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E7%99%BA%E3%81%8C%E3%82%93%E6%80%A7.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E7%99%BA%E3%81%8C%E3%82%93%E6%80%A7.html


１ 私は、PFASに関して、
春日井市に情報開示請求を

行った。



春日井市に対する公文書開示請求①
～公文書開示請求をしようと思ったきっかけ～

• 春日井市は、水道水質検査計画に則り、令和3
年度から、水道水やその源水におけるPFASの
水質検査を実施し、その結果を公表している。

• その結果、水道の原水となる井戸水で、令和4
年8月と、令和4年9月、令和5年5月に、国の暫
定目標値を超えた水が検出されたことを、春日
井市は公表している。

※しかし、毎回、調査地点が違ったり、不思議な点
をいくつか感じたので、
情報開示請求を使って、この結果の元となる、公文
書を調べる必要を感じた。

この疑問点については、私の
HPにも残していますので、右
のQRコードから、読んでいた
だければ幸いです。



春日井市に対する公文書開示請求②
～実際の公文書開示請求～

「令和3年4月から令和5年12月まで、春日井市が、
水道法第20条第3項の定めにより、登録検査機関
へ委託して行った、全ての配水場（浄水場も含む）・
水源・ポンプ場における、ペルフルオロオクタンスル
ホン酸(PFOS)及びペルフルオロオクタン酸(PFOA)
の水質検査の記録の全て。
・この記録には、登録検査機関が春日井市に提出
した検査結果の根拠資料（クロマトグラム、濃度計算
書等）等も含む。
・この記録には、源水（井戸水）・浄水・配水（水道
水）・送水（水道水）も含む」

私は、以下の内容で、春日井市長（上下水道
部）に、公文書開示請求を行いました。
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２ 春日井市のPFAS水質検査
の分析結果

～国の暫定目標値を超えた検査結果を～
～春日井市が公表しなかったことが、数回に及んでいる～



公文書開示請求の結果
～PFASの検査結果が開示されました～

•令和3年4月～令和5年12月
までのPFASに関する、春
日井市上水道における、検
査結果の公文書が、私に開
示された。（令和6年2月9
日付）

• 開示された文書は、400ページ以上に渡る、
膨大なものだった。

実
際
の
開
示
決
定
通
知
書
。

※

但
し
、
検
査
機
関
側
の
印
影
や
個
人
名
な
ど
は
開

示
さ
れ
ず



結論
◆公表した結果以外に、国の暫定目標値（50ng/ℓ）を超えた検査結
果が出たにもかかわらず、その事実を春日井市が公表しなかったこ
とが、数回に及んでいる。
I. 令和5年8月、町屋第3水源及び町屋第6水源において、それぞれ、

60ng/ℓ 56ng/ℓ という国の暫定目標値を超えた検査結果
が出たにもかかわらず、それを公表しなかった。
• この同月に、同じ箇所から、採水をし直し、検査条件を変えて（試料量100ｍＬ
⇒500ｍＬ）、出た検査結果を公表。※この時の検査結果は、それぞれ、32ng/ℓ
47ng/ℓだった。

II. 令和4年8月、町屋第3水源において、58ng/ℓ という検査結果が出てい
たにもかかわらず、同じ採水で検査条件を変えて（濃縮率1000⇒500）再
検査し、 53ng/ℓで公表。
• いずれにしても、暫定目標値を超えているが、はじめの検査結果を公表しなかったの
は事実。

PFAS 公文書の分析結果
～大結論～



分析詳細① その１
令和5年8月、町屋第3水源及び町屋第6水源において、それぞれ、60ng/ℓ 56ng/ℓ という国の暫定目

標値を超えた検査結果が出たにもかかわらず、それを公表しなかった。

町屋第3水源 町屋第6水源にて、国の暫
定目標値を超えたPFASが検出されたこ
とを示す公文書の一部。ng/ℓ ではな
く、mg/ℓで示されている。

令和5年8月1日に春日井市によって採水された
水を検査機関が分析したところ、町屋第3水源
と、町屋第6水源から、それぞれ、60ng/ℓ
56ng/ℓ という国の暫定目標値を超えた検
査結果が出た。

しかし、春日井市は、
その事実を公表しなかった！

尚、この時と同じ検査条件（試料量100mL）で、国の暫定目標値を超え
て公表をした先例がある。
令和5年5月、町屋第6水源の52ｎg/ℓ である。

ここから考えても、この時に公表しない理由はどこにもなかったはずで
ある。



分析詳細① その２
令和5年8月、町屋第3水源及び町屋第6水源において、それぞれ、60ng/ℓ 56ng/ℓ という国の暫定目

標値を超えた検査結果が出たにもかかわらず、それを公表しなかった。

令和5年8月２１日に、国の暫定目標値を超え
た町屋第3水源 町屋第6水源で採水をし直し、
検査条件を変えて（試料量100ｍＬ⇒500ｍ
Ｌ）、検査を行う。
この時の検査結果は、それぞれ、32ng/ℓ
47ng/ℓだった。

令和5年8月21日に採水
した水の検査結果を示
す公文書の一部

この時の検査結果を、春日井市は
公表した。

あえて採水し直し、検査条件を変えたら、国の暫定目標値を下回っ
たから、公表したのでは？



分析詳細②
令和4年8月、町屋第3水源において、58ng/ℓ という検査結果が出ていたにもかかわらず、同じ採水で検

査条件を変えて（濃縮率1000⇒500）再検査し、 53ng/ℓで公表。

令和4年8月のPFAS検査
において、町屋第3水源
から、濃縮率1000で、
58ng/ℓ という国の暫
定目標値を上回る検査結
果が出た。

その直後、町屋第3水源のみ、
濃縮率500に変えて、再検査し
たところ、５３ng/ℓという結
果が出た。※暫定目標値超える

結局、春日井市は、この検査結
果を公表した。

※

画
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３ 春日井市ホームページの
PFASに関する記載について。

～春日井市のホームページにおける、PFASについての記載は、～
～市民に対する情報としては、問題があるのでは？～



春日井市は、ホームページ上に、
PFASに関することを載せている。

•春日井市は、ホームページ
上にPFASに関することを
載せています。
（https://www.city.kasugai.lg.jp/kurashi/1020
797/1020884/1021187/1029899.html）

ここでの、記載内容に
問題のあるところがあ
ります。



https://www.city.kasugai.lg.jp/kurashi/1020797/10208
84/1021187/1029899.html から。

春日井市ホームページ上に、
載せているPFASに関する記述の問題点

問題の記述
• 「令和4年8月から9月に実施した水質検査

では、町屋水源の一部の井戸水において、
PFOS及びPFOAが含まれていることを確
認しました。」
※PFOS PFOAとは、PFASの中でも代表的なもの。

実際には
• 国の暫定目標値超えで言えば、公表されて
いるものだけでも、令和5年5月（町屋第6水源 ５

２ng/ℓ）もあるのであり、公表されていないも
のも含めれば、令和5年8月の検査結果もあ
る。
また、国の暫定目標値にこだわらなければ、
水道水中にも、他の水源もPFASは出ている。

事実と異なり、誤解を与える記述 水道への安心を装うため？

https://www.city.kasugai.lg.jp/kurashi/1020797/1020884/1021187/1029899.html
https://www.city.kasugai.lg.jp/kurashi/1020797/1020884/1021187/1029899.html


問題のまとめ



問題のまとめ

1. 令和5年8月1日に春日井市によって採水された水を検査機関
が分析したところ、町屋第3水源と、町屋第6水源から、それ
ぞれ、60ng/ℓ 56ng/ℓ という国の暫定目標値を超えた
検査結果が出た。しかし、春日井市は、その事実を公表しな
かった！

2. 春日井市のホームぺージのPFASに関する記述は、事実と異な
る部分があり、水道への市民の安心感を装っている節がある。
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